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【アブスト】

銀河のouter stellar haloは緩和時間が長いためmergingなどの銀河形成の記録が残っており、銀河形成史を理解する重要な情報を含んでいる。この論文では、Magneticumというシ

ミュレーションを用いて様々な質量の銀河のouter stellar haloの密度プロファイルを調べた結果、どの銀河の密度プロファイルもEinasto profileというプロファイルで記述できることが

分かった。さらに、(dry) mergerを多く経験するほどouter stellar haloの密度プロファイルのslopeは緩くなる傾向にあり、これは観測で得たMWとM31のstellar haloの密度プロファイル

の違いを上手く説明する。

【ゴール】

銀河のouter stellar haloの密度プロファイルの多様性を理解

【オリジナリティ】

高解像度シミュレーションを用いてouter stellar haloの密度プロファイルを定式化

【ロジック】

Simulation

The Magneticum Pathfinder simulations：

・流体力学的cosmologicalシミュレーション

・様々なvolumeとresolution（表１）。

・星形成やフィードバックなども考慮。

・この論文では、Box2 hr(���� = 1.4 × 10��
◉
ℎ⁄ )とBox4 uhr(���� = 7.3 × 10��

◉
ℎ⁄ )から銀河を選んで

MW質量の銀河から明るい銀河団中の銀河の質量まで、様々な質量の銀河をカバー

Model

銀河のouter stellar haloの密度プロファイルを上手く記述するEinasto profile
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図１：Box4 uhrから24個のMW質量の銀河を選んで、それらをスタックしたときのstellar radial density profile（黒実線）

NFWやHernquistプロファイルではフィットできないが、Einastoプロファイルで上手くフィットできている

Result

図２：様々な質量の銀河におけるEinastoパラメータ�と���の関係

→ 銀河の質量をfixさせたとき、�と���に相関があり、この相関は銀河のタイプや質量に依らないのが分かる

Discussion

幅広い銀河の質量の範囲でのouter stellar haloの自己相似性が示すことは、outer stellar haloの形成はaccretionが支配的に効いて、

多くのaccretion (merger)を経験するほどEinastoプロファイルのslopeが緩くなる（�が小さくなる）

Application to observation

観測結果として、MWとM31のouter stellar haloの密度分布をpower law（� � ∝ �� 	）でフィットすると

40kpc < � < 100kpcでMWは# ≈ −6(Deason et al.2014)で、M31は# ≈ −3(Ivata et al.2014)

今回のシミュレーション結果を調べると、多くのMW質量の銀河は−6 < # < −5（40kpc < � < 100kpc	）である

→ MWは‘normal’caseであり、M31は複数回のdry (minor) mergerを過去に経験して、 outer stellar haloの密度プロファイルが

他に比べてflatになったということで、accretion historyの違いが表れている

【コメント】

・球対称を仮定しているが、haloの軸比の違いは考慮しなくても大丈夫なのであろうか？
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